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編
集
後
記

　

二
〇
一
六
年
九
月
に
第
四
号
を
刊
行
し
て
か
ら
三

年
も
の
月
日
が
経
っ
て
し
ま
っ
た
が
、
こ
こ
に
よ
う

や
く
第
五
号
を
完
成
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
早
く
に

原
稿
を
下
さ
っ
た
執
筆
者
の
皆
様
、
辛
抱
強
く
見

守
っ
て
く
だ
さ
っ
た
会
員
諸
氏
に
お
詫
び
申
し
上
げ

る
と
と
も
に
、
編
集
へ
の
ご
協
力
に
感
謝
申
し
上
げ

た
い
。

　

今
号
は
浦
西
和
彦
先
生
の
追
悼
特
集
を
組
ん
だ
。

本
研
究
会
の
前
身
と
も
い
う
べ
き
貴
司
山
治
研
究
会

で
お
世
話
に
な
り
、
そ
の
後
、
本
研
究
会
メ
ン
バ
ー

が
中
心
に
な
っ
て
浦
西
先
生
所
蔵
資
料
を
調
査
・
撮

影
さ
せ
て
い
た
だ
く
な
ど
、
直
接
の
教
え
子
で
は
な

い
我
々
に
い
つ
も
温
か
く
接
し
て
く
だ
さ
っ
て
い

た
。
先
生
の
ご
逝
去
は
あ
ま
り
に
大
き
な
痛
手
で
あ

る
が
、
ご
研
究
を
後
代
に
引
き
継
ぐ
た
め
に
何
が
で

き
る
か
と
考
え
、
本
特
集
を
企
画
す
る
に
至
っ
た
次

第
で
あ
る
。
諸
氏
の
論
考
か
ら
は
浦
西
先
生
の
お
仕

事
の
幅
広
さ
奥
深
さ
は
も
ち
ろ
ん
、
研
究
者
と
し
て

の
立
ち
居
振
る
舞
い
や
お
人
柄
も
う
か
が
え
興
味
深

い
。
ベ
テ
ラ
ン
の
方
々
に
は
浦
西
先
生
の
お
仕
事
を

ふ
り
返
る
よ
す
が
と
し
て
、
あ
る
い
は
若
い
方
々
に

は
こ
れ
か
ら
先
の
長
い
研
究
の
道
筋
を
照
ら
す
光
と

し
て
本
特
集
が
お
役
に
立
て
ば
幸
い
で
あ
る
。

　
　
　
　
　

＊

　

以
下
、
編
集
長
兼
元
代
表
と
し
て
述
べ
る
こ
と
を

お
許
し
い
た
だ
き
た
い
。

　

占
領
開
拓
期
文
化
研
究
会
は
二
〇
一
〇
年
六
月
に

設
立
さ
れ
、
本
誌
創
刊
号
を
二
〇
一
三
年
三
月
に
刊

行
し
た
。
こ
の
間
、
創
立
時
の
常
任
幹
事
（
伊
藤
純
・

友
田
義
行
・
内
藤
由
直
・
村
田
裕
和
）
が
、
代
表
・

副
代
表
・
編
集
長
を
分
担
し
つ
つ
、
会
員
の
皆
さ
ん

の
協
力
を
得
て
会
を
運
営
し
て
き
た
。

　

研
究
会
活
動
は
同
志
社
大
学
・
立
命
館
大
学
を
中

心
と
し
つ
つ
年
々
活
発
に
な
り
、
こ
こ
で
の
切
磋
琢

磨
を
経
て
学
会
に
デ
ビ
ュ
ー
す
る
人
も
増
え
て
き

た
。
私
も
記
憶
が
あ
る
が
、
初
め
て
の
学
会
発
表
は

緊
張
と
い
う
よ
り
も
恐
怖
に
近
い
も
の
が
あ
る
。
私

の
場
合
、
同
日
に
発
表
し
た
一
人
の
先
輩
だ
け
が
唯

一
の
顔
見
知
り
だ
っ
た
が
、
そ
れ
で
も
ど
れ
だ
け
心

強
か
っ
た
こ
と
か
。
も
し
、
こ
の
研
究
会
が
他
大
学

の
院
生
・
研
究
者
た
ち
と
交
流
す
る
き
っ
か
け
と
な

り
、
そ
の
結
果
、
少
し
で
も
自
信
と
勇
気
を
も
っ
て

学
会
発
表
に
の
ぞ
む
こ
と
が
で
き
た
と
す
れ
ば
、
創

立
メ
ン
バ
ー
の
一
人
と
し
て
望
外
の
喜
び
で
あ
る
。

　

一
方
、
創
立
時
か
ら
の
メ
ン
バ
ー
の
多
く
が
就
職

な
ど
で
各
地
に
散
り
、
京
都
を
拠
点
と
す
る
活
動
を

十
分
に
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
す
る
こ
と
が
難
し
く
な
っ
て

き
た
。

　

そ
こ
で
、
二
〇
一
八
年
度
に
常
任
幹
事
を
の
ぞ
く

古
く
か
ら
の
会
員
諸
氏
に
依
頼
し
て
検
討
委
員
会
を

立
ち
上
げ
て
も
ら
い
、
会
の
存
続
も
ふ
く
め
て
ゼ
ロ

ベ
ー
ス
で
議
論
し
て
も
ら
っ
た
。
常
任
幹
事
は
こ
の

議
論
に
関
し
て
、
一
切
口
を
出
さ
な
い
こ
と
を
申
し

合
わ
せ
た
。

　

一
年
後
、
幸
い
に
も
会
は
存
続
す
る
、
雑
誌
も
引

き
継
ぐ
と
の
報
告
を
受
け
た
。
新
常
任
幹
事
は
泉
谷

瞬
・
池
田
啓
悟
・
高
木
彬
・
福
岡
弘
彬
の
各
氏
で
、

代
表
は
泉
谷
さ
ん
と
の
こ
と
で
あ
る
。
ま
た
編
集
委

員
会
は
、
和
田
崇
（
編
集
長
）
、
藤
原
崇
雅
、
坂
堅

太
、
佐
藤
貴
之
の
各
氏
と
聞
い
て
い
る
。
二
〇
一
八

年
度
末
を
も
っ
て
研
究
会
は
一
つ
の
区
切
り
を
迎
え

た
わ
け
で
あ
る
が
、
今
後
も
新
し
い
体
制
の
も
と
で

充
実
し
た
研
究
活
動
が
展
開
さ
れ
る
こ
と
を
願
っ
て

い
る
。

　

以
上
の
よ
う
な
経
緯
に
よ
り
、
二
〇
一
九
年
四
月

よ
り
新
体
制
で
の
運
営
が
ス
タ
ー
ト
し
て
い
る
が
、
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こ
の
第
五
号
の
発
行
は
二
〇
一
八
年
度
の
事
業
で
あ

る
た
め
、
旧
編
集
委
員
会
が
刊
行
ま
で
の
責
任
を
負

う
こ
と
と
な
っ
た
。
本
誌
の
奥
付
が
「
二
〇
一
九
年

三
月
二
〇
日
発
行
」
と
な
っ
て
い
る
の
は
こ
の
よ
う

な
事
情
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。
会
員
お
よ
び
読
者
諸

氏
の
ご
了
解
を
願
う
次
第
で
あ
る
。
ま
た
特
に
、
本

誌
掲
載
の
藤
原
崇
雅
氏
の
論
文
「
古
典
解
釈
の
弁
証

法
」
は
二
〇
一
八
年
九
月
二
七
日
に
、
資
料
紹
介
「
武

田
泰
淳
「
日
本
文
学
的
命
運
」
の
紹
介
と
翻
訳
」
は

同
年
一
〇
月
二
四
日
に
受
理
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と

を
明
記
し
て
お
き
た
い
。
編
集
作
業
の
大
幅
な
遅
れ

に
よ
り
、
早
く
に
原
稿
を
提
出
さ
れ
た
藤
原
氏
に
多

大
な
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
た
こ
と
を
お
詫
び
申
し
上

げ
る
。
（
村
田
）

▼
研
究
会
活
動
記
録

第
23
回
占
領
開
拓
期
文
化
研
究
会

日
程　

二
〇
一
六
年
八
月
二
〇
日
（
土
）

会
場　

立
命
館
大
学
衣
笠
キ
ャ
ン
パ
ス　

清
心
館

５
０
１
号
教
室

・
岩
本
知
恵 

「
安
部
公
房
「
赤
い
繭
」

―
変
形
す

る
皮
膚
、
変
形
す
る
身
体
認
識
」　
　

・
朴
仁
聖 

「
中
野
重
治
「
雨
の
降
る
品
川
駅
」

―

改
造
版
へ
の
考
察
を
中
心
に

―
」　
　

 

・
栗
山
雄
佑
「
目
取
真
俊
『
面
影
と
連
れ
て
』
論

―
暴
力
へ
の
怒
り
を
生
み
出
す
身
体
に
つ
い
て

―
」　
　

・
伊
藤
純
「
作
家
同
盟
第
二
回
大
会
で
の
〈
芸
術
大

衆
化
論
争
〉
の
再
燃

―
新
発
見
資
料
・
貴
司
山

治
自
筆
提
案
書
を
め
ぐ
っ
て
」

第
24
回
占
領
開
拓
期
文
化
研
究
会

日
程　

二
〇
一
六
年
一
二
月
二
七
日
（
火
）

会
場　

立
命
館
大
学
衣
笠
キ
ャ
ン
パ
ス　

究
論
館
プ

レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
ル
ー
ム
Ｂ
・
Ｃ

【
研
究
発
表
】

・
小
玉
健
志
郎 

「
田
沢
稲
舟
「
唯
我
独
尊
」
論
」

・
坂
堅
太
「
戦
後
ア
ヴ
ァ
ン
ギ
ャ
ル
ド
の
み
た
大
衆

社
会

―
「
記
録
芸
術
の
会
」
の
〈
大
衆
〉
観
に

つ
い
て

―
」

【
合
評
会
】

・
坂
堅
太
著
『
安
部
公
房
と
「
日
本
」
植
民
地
／
占

領
経
験
と
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
』
（
和
泉
書
院
）

　

（
コ
メ
ン
テ
ー
タ
ー
）
岩
本
知
恵
、
内
藤
由
直　

（
著

者
）
坂
堅
太

第
25
回
占
領
開
拓
期
文
化
研
究
会

日
程　

二
〇
一
七
年
三
月
二
五
日
（
土
）

会
場　

ウ
ィ
ン
グ
ス
京
都　

ビ
デ
オ
シ
ア
タ
ー

・
八
原
瑠
里
「
「
頭
な
ら
び
に
腹
」
論
」

・
秋
吉
大
輔
「
受
験
雑
誌
『
高
３
コ
ー
ス
』『
高
１
コ
ー

ス
』
に
お
け
る
詩
行
為

―
寺
山
修
司
の
「
文
芸
」

欄
」

・
藤
原
崇
雅
「
武
田
泰
淳
『
風
媒
花
』
論

―
Ｊ-

Ｐ
・

サ
ル
ト
ル
『
自
由
へ
の
道
』
の
影
響
を
め
ぐ
っ
て

―
」

・
泉
谷
瞬
「
皆
川
博
子
「
ト
マ
ト
・
ゲ
ー
ム
」
論
」

第
26
回
占
領
開
拓
期
文
化
研
究
会

日
程　

二
〇
一
七
年
八
月
二
七
日
（
日
）

会
場　

同
志
社
大
学
室
町
キ
ャ
ン
パ
ス　

寒
梅
館
６

階
大
会
議
室

・
坂
崎
恭
平
「
永
井
荷
風
『
冷
笑
』
論

―
プ
レ
テ

ク
ス
ト
の
検
討
を
手
が
か
り
と
し
て

―
」

・
伊
藤
純
「
「
物
語
」
と
「
読
者
」
を
繋
ぐ
も
の
に

つ
い
て
の
考
察

―
中
野
重
治
「
春
さ
き
の
風
」
、

小
林
多
喜
二
「
テ
ガ
ミ
」
、
村
上
春
樹
「
螢
」
か
ら
」

・
中
井
祐
希
「
横
光
利
一
「
厨
房
日
記
」
論
」

・
加
藤
大
生
「
〈
パ
ン
・
フ
ォ
ー
カ
ス
〉
の
歴
史
認
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識

―
花
田
清
輝
「
画
人
伝
」
論
」

第
27
回
占
領
開
拓
期
文
化
研
究
会

日
程　

二
〇
一
八
年
一
月
二
一
日
（
日
）

会
場　

立
命
館
大
学
衣
笠
キ
ャ
ン
パ
ス　

清
心
館

５
０
３
号
教
室

・
ヴ
レ
タ
・
ダ
ニ
エ
ル
「
武
田
麟
太
郎
「
あ
る
除
夜
」

に
つ
い
て
」

・
藤
原
崇
雅
「
武
田
泰
淳
『
中
国
忍
者
伝　

十
三
妹
』

に
お
け
る
白
話
小
説
の
受
容
」

・
轟
原
麻
美
「
〈
明
治
百
年
〉
に
お
け
る
小
説
と
歴

史
学

―
司
馬
遼
太
郎
『
坂
の
上
の
雲
』
論
」

第
28
回
占
領
開
拓
期
文
化
研
究
会

日
程　

二
〇
一
八
年
三
月
二
五
日
（
日
）

会
場　

同
志
社
大
学
今
出
川
キ
ャ
ン
パ
ス　

弘
風
館

４
７
番
教
室

・
奥
村
華
子
「
語
／
騙
ら
れ
る
炭
鉱
―
―
井
上
光
晴

『
虚
構
の
ク
レ
ー
ン
』
を
中
心
に
」

・
井
上
大
佑
「
ゲ
ス
ト
か
ら
キ
ャ
ス
ト
へ
―
―
筒
井

康
隆
「
ベ
ト
ナ
ム
観
光
公
社
」
論
」

・
伊
藤
純
「　

〝
プ
ロ
運
動
資
料
集
を
読
む
会
〟
の
ご

紹
介

―
山
田
清
三
郎
ア
ン
ケ
ー
ト
を
読
む
会
第

一
回
経
過
報
告
」

第
29
回
占
領
開
拓
期
文
化
研
究
会

日
程　

二
〇
一
八
年
八
月
二
六
日
（
日
）

会
場　

立
命
館
大
学
衣
笠
キ
ャ
ン
パ
ス　

究
論
館
プ

レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
ル
ー
ム

・
佐
藤
貴
之
「
伊
藤
整
「
鳴
海
仙
吉
」
の
ア
イ
ロ
ニ
ー

―
「
得
能
五
郎
」
と
の
関
係
か
ら
」

・
松
井
佑
生
「
吉
井
勇
日
記
を
通
し
て
見
る
占
領
期

京
都
」

・
栗
山
雄
佑
「
〈
証
言
〉
と
〈
ノ
イ
ズ
〉
を
め
ぐ
っ

て

―
沖
縄
文
学
に
お
け
る
性
暴
力
の
記
憶
」

第
30
回
占
領
開
拓
期
文
化
研
究
会

日
程　

二
〇
一
八
年
一
二
月
二
九
日
（
土
）

会
場　

同
志
社
大
学
室
町
キ
ャ
ン
パ
ス　

寒
梅
館
６

階
会
議
室

・
王
洋
「
阿
部
知
二
の
〈
上
海
も
の
〉
に
お
け
る
新

女
性
―
田
村
俊
子
・
関
露
・
雑
誌
『
女
声
』
と
の

関
連
性
を
手
が
か
り
に
―
」

・
森
祐
香
里
「
池
田
み
ち
子
「
腐
肉
」
論
」

・
倉
地
悠
「
吉
行
淳
之
介
「
決
闘
」
に
見
る
病
い
の

実
体
化
の
プ
ロ
セ
ス
」

・
林
麗
婷
「
小
田
嶽
夫
『
望
郷
』
試
論
」

　

第
五
号
編
集
委
員
／
泉
谷
瞬

・
白
井
か
お
り
・
鳥

木
圭
太

・
藤
原
崇
雅

・
村
田
裕
和

（
編
集
長
）
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役
員

第
八
条
（
役
員
）　

　

第
四
条
の
各
事
業
を
遂
行
す
る
た
め
に
次
の
役
員

を
お
く
。

　

代
表
幹
事　
　

一
名　
　

　

常
任
幹
事　
　

若
干
名　
　

　

編
集
委
員　
　

若
干
名　
　

　

研
究
会
幹
事　

一
名　
　

　

監
査　
　
　
　

二
名

第
九
条
（
役
員
の
任
期
）　

　

役
員
の
任
期
は
二
年
と
す
る
。
但
し
研
究
会
幹
事

は
研
究
発
表
会
ご
と
に
改
選
す
る
。
重
任
お
よ
び
兼

任
を
妨
げ
な
い
。
た
だ
し
監
査
の
兼
任
は
認
め
な
い
。

第
一
〇
条
（
役
員
の
選
出
）　

　

役
員
は
総
会
に
お
い
て
選
出
す
る
。

総
会

第
一
一
条
（
総
会
）　

　

総
会
は
年
一
回
開
催
し
、
当
該
年
度
の
事
業
お
よ

び
翌
年
度
の
事
業
そ
の
他
の
事
項
に
つ
い
て
審
議
決

定
す
る
。
但
し
必
要
に
応
じ
て
代
表
幹
事
は
臨
時
総

会
を
招
集
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

会
計

第
一
二
条
（
経
費
）　

　

本
会
の
経
費
は
会
費
・
投
稿
料
・
寄
付
金
・
そ
の

他
の
収
入
に
よ
る
。

第
一
三
条
（
会
計
報
告
）　

　

会
計
報
告
は
総
会
に
お
い
て
行
う
。

第
一
四
条
（
会
計
年
度
）　

　

本
会
の
会
計
年
度
は
毎
年
四
月
一
日
に
始
ま
り
、

翌
年
三
月
末
日
に
終
わ
る
。

会
則
の
変
更

第
一
五
条
（
会
則
の
変
更
）　

　

会
則
の
変
更
は
総
会
に
お
い
て
行
う
。

設
立
年
月
日

第
一
六
条
（
設
立
年
月
日
）　

　

本
会
の
設
立
年
月
日
を
平
成
二
二
年
六
月
一
日
と

す
る
。

付
則
（
略
）

［
こ
の
会
則
は
二
〇
一
三
年
九
月
一
日
よ
り
施
行
す

る
。
］

占
領
開
拓
期
文
化
研
究
会
会
則

総
則

第
一
条
（
会
の
名
称
）

　

本
会
は
占
領
開
拓
期
文
化
研
究
会
と
称
す
る
。

第
二
条
（
会
の
本
部
）

　

本
会
は
別
表
に
記
載
の
代
表
幹
事
の
所
属
研
究
室

内
に
所
在
地
を
置
く
。

第
三
条
（
会
の
目
的
）　

　

本
会
は
昭
和
期
日
本
と
そ
の
周
辺
地
域
の
占
領
と

開
拓
に
関
わ
る
芸
術
・
文
化
の
研
究
を
目
的
と
す
る
。

第
四
条
（
会
の
事
業
）　

　

本
会
は
第
三
条
の
目
的
を
達
す
る
た
め
に
次
の
事

業
を
行
う
。

　

一
、
研
究
発
表
会
の
開
催
。

　

二
、
機
関
誌
の
刊
行
。

　

三
、
そ
の
他
必
要
と
認
め
ら
れ
る
事
業
。

会
員

第
五
条
（
会
員
の
資
格
）　

　

本
会
は
第
三
条
の
目
的
に
賛
同
す
る
個
人
お
よ
び

団
体
の
会
員
を
も
っ
て
構
成
す
る
。

第
六
条
（
会
費
の
納
入
）　

　

会
員
は
付
則
に
定
め
る
会
費
を
負
担
す
る
も
の
と

す
る
。

第
七
条
（
会
員
の
活
動
）　

　

会
員
は
本
会
の
事
業
に
参
加
し
、
機
関
誌
の
配
布

を
受
け
る
。
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